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申
請
方
法

　

補
助
金
交
付
申
請
書
に
必
要
書

類
を
添
付
し
、
企
画
財
政
課
ま
で

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　

☎（
55
）５
０
９
０

　

市
内
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
の

強
化
、
競
争
力
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
今
年
度
の
緊
急
経

済
対
策
と
し
て
、
経
営
者
と
従
業

員
の
経
営
管
理
や
技
術
力
の
向
上

を
図
る
た
め
の
人
材
育
成
研
修
に

要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

助
成
内
容

▽
専
門
の
研
修
機
関
が
実
施
す
る

研
修
に
派
遣
す
る
場
合
に
は
、

受
講
に
要
す
る
経
費（
受
講
料
、

テ
キ
ス
ト
代
、
旅
費
等
）の
２

分
の
１
以
内
の
額（
一
人
に
つ

き
10
万
円
を
限
度
）

▽
講
師
を
招
い
て
研
修
会
を
実
施

す
る
場
合
に
は
、
研
修
会
開
催

経
費
の
２
分
の
１
以
内
の
額

（
１
回
に
つ
き
30
万
円
を
限
度
）

※
申
請
方
法
そ
の
他
詳
細
に
つ
い

て
は
、
商
工
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

商
工
課
商
工
振
興
係

　

☎（
55
）５
１
２
０

　

経
済
環
境
の
急
激
な
変
化
へ
の

緊
急
対
策
と
し
て
、
マ
ル
経
資
金

（
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
）

の
利
子
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

交
付
の
対
象

・
融
資
に
あ
た
っ
て
、
二
本
松
商

工
会
議
所
ま
た
は
あ
だ
た
ら
商

工
会
の
審
査
を
経
て
い
る
こ
と
。

・
市
内
に
住
所（
法
人
の
場
合
は
登

記
上
の
所
在
地
）が
あ
る
こ
と
。

・
融
資
を
受
け
た
日
が
、
平
成
21

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
３

月
31
日
ま
で
の
間
で
あ
る
こ
と
。

交
付
額

　

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
１
年
間

に
お
い
て
支
払
う
こ
と
と
な
る
利

子
相
当
額（
市
の
規
定
に
よ
る
）の

２
分
の
１
の
額

申
請
方
法

　
「
利
子
補
給
補
助
金
申
出
書
」に

必
要
書
類
を
添
付
し
、
二
本
松
商

工
会
議
所
ま
た
は
あ
だ
た
ら
商
工

会
を
通
じ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

商
工
課
商
工
振
興
係

　

☎（
55
）５
１
２
０

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
の
た

め
、
住
宅
に
新
た
に
太
陽
光
発
電

を
設
置
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
設

置
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度

を
開
始
し
ま
す
。

　

二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
、
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
補
助

制
度
の
創
設
を
機
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
の
協
働
の
も
と
、
地
球
温

暖
化
対
策
の
取
り
組
み
を
よ
り
一

層
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

補
助
金
額

　

公
称
最
大
出
力
１
kw
当
た
り
２

万
円（
上
限
４
kw
、
８
万
円
ま
で
）

※
最
大
出
力
は
、
kw
単
位
小
数
点

以
下
第
３
位
を
四
捨
五
入
、
補

助
金
額
は
千
円
未
満
切
捨
て

補
助
対
象

　

平
成
21
年
４
月
11
日
以
降
に
工

事
請
負
契
約
ま
た
は
住
宅
購
入
契

約
を
締
結
し
た
も
の
。

※
そ
の
他
市
税
の
完
納
な
ど
の
条

件
が
あ
り
ま
す
。

募
集
開
始

　

９
月
１
日（
火
）か
ら
先
着
順

※
予
算
の
範
囲
を
超
え
る
日
を

も
っ
て
受
付
を
締
め
切
り
ま
す
。

募
集
枠

　

２
４
０
kw（
４
８
０
万
円
）

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費

補
助
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

市
中
小
企
業
人
材
育
成
補
助

　
　

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

マ
ル
経
資
金
利
子
補
給
補
助

　
　
　
　
　

制
度
の
お
知
ら
せ

　

任
期
満
了
に
伴
う
二
本
松
市
農

業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
結
果
は
、

去
る
７
月
５
日
に
立
候
補
受
付
が

行
わ
れ
、
定
数
と
同
数
の
28
人
の

立
候
補
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
議
会
、
農
協
、
共
済
、

土
地
改
良
区
か
ら
推
薦
に
よ
り
７

人
が
選
出
さ
れ
、
併
せ
て
35
人
の

新
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

新
委
員
の
方
々
と
担
当
地
区
を

ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

農
業
委
員
会
会
長

　

大
内　

善
久

農
業
委
員
会
会
長
職
務
代
理
者

　

門
馬　

富
夫（
百
目
木
・
茂
原
）

農
業
委
員
会
委
員

　

菊
地　

安
夫（
二
本
松
・
塩
沢
）

　

菅
野　

洋
一（
塩
沢
）

　

大
内　

秀
夫（
高
越
・
二
本
松 

 

成
田
・
金
色
）　

　

武
藤　

信
一（
永
田
）

　

丹
野　

富
美（
原
セ
）

　

齋
藤　

周
一（
杉
田
）

　

安
田　

清
勝（
杉
田
）

　

石
橋　

安
政（
石
井
）

　

奥
平　

貢
市（
大
平
）

　

星　
　
　

光（
大
平
）

　

松
本　

正
典（
大
平
）

　

佐
藤　

市
郎（
油
井
）

　

佐
藤　

運
喜（
油
井
）

　

野
地　

久
夫（
油
井
・
渋
川
）

　

佐
藤　

次
男（
吉
倉
・
渋
川
・ 

 

米
沢
）　　
　
　

　

遠
藤　

義
一（
上
川
崎
・
小
沢
）

　

野
地　

昭
一（
下
川
崎
）

　

佐
藤　
　

守（
小
浜
・
岩
代
成 

 

田
・
西
勝
田
）　

　

高
濟
太
津
重（
小
浜
・
長
折
）

　

佐
久
間
寿
一（
西
新
殿
）

　

渡
辺　

楨
一（
上
太
田
）

　

三
浦　

喜
周（
東
新
殿
）

　

佐
久
間　

敏（
初
森
・
杉
沢
）

　

遠
藤　

芳
位（
百
目
木
）

　

遠
藤　

孝
利（
田
沢
）

　

中
山　

博
之（
田
沢
）

　

菅
野　

保
治（
針
道
）

　

武
藤　

栄
利（
木
幡
）

　

武
藤　

良
一（
木
幡
）

　

武
藤　

一
夫（
太
田
）

　

菅
野　

達
雄（
太
田
）

　

本
多　

芳
司（
戸
沢
）

　

三
浦　

一
良（
戸
沢
）

新
し
い
農
業
委
員
会
委
員

35
　

人
が
決
ま
り
ま
し
た
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県
で
は
、
平
成
18
年
度
よ
り
県

民
の
皆
様
に
納
め
て
い
た
だ
い
た

森
林
環
境
税
を
活
用
し「
県
民
一

人
ひ
と
り
の
参
画
に
よ
る
新
た
な

森
林
づ
く
り
」を
進
め
て
い
ま
す
。

　

当
市
に
お
い
て
も
、
今
年
度
こ

の
森
林
環
境
税
の
交
付
金
で
次
の

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

里
山
整
備
事
業

　

油
井
字
北
向
・
天
皇
舘
・
八
軒

町
・
智
恵
子
の
森
の
各
集
落
に
ま

た
が
る
山
林
約
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

お
い
て
間
伐
等
の
森
林
整
備
を
行

い
、
地
域
住
民
と
の
共
生
の
場
と

な
る
よ
う
な
里
山
を
目
指
し
ま
す
。

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
９
月
に

測
量
調
査
を
実
施
し
、
11
月
か
ら

来
年
２
月
ま
で
間
伐
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

小
中
学
校
森
林
環
境
学
習

　

今
年
度
は
要
望
の
あ
っ
た
小
学

校
９
校
、
中
学
校
２
校
計
11
校
に

補
助
指
導
員（
も
り
の
案
内
人
等
）

の
派
遣
、
木
工
等
教
材
、
森
林
関

係
の
テ
キ
ス
ト
、
図
書
、
図
鑑
お

よ
び
バ
ス
借
上
等
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援

　

森
林
整
備
教
室
を
年
間
５
回
、

そ
の
他
炭
焼
教
室
、
キ
ノ
コ
の
植

菌
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

　

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
さ
れ
た
い
方
は
、
随
時
受
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
農
林
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

農
林
課
農
地
管
理
係

　

☎（
55
）５
１
１
８

　

水
道
メ
ー
タ
ー
に
は
検
定
期
間

が
あ
る
た
め
、
市
で
は
期
間
満
了

と
な
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替

え
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

作
業
は
、
二
本
松
管
工
事
組
合

の
担
当
業
者
が
実
施
し
ま
す
が
、

作
業
実
施
の
際
は
、
水
道
メ
ー

タ
ー
取
り
替
え
業
者
で
あ
る
身
分

証
明
書
の
携
帯
を
義
務
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
不
審
に
思
っ
た
場
合

は
提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

各
地
域
担
当
業
者

・
二
本
松
・
安
達
地
域

　
　

株
式
会
社
錦
設
備

・
安
達
簡
易
水
道
地
域

　
　

有
限
会
社
菅
野
設
備

・
岩
代
簡
易
水
道
地
域

　
　

有
限
会
社
佐
藤
設
備
工
業

・
東
和
簡
易
水
道
地
域

　
　

有
限
会
社
キ
マ
ル
設
備

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

水
道
課
水
道
管
理
係

　

☎（
55
）５
１
３
５

森
林
環
境
税
に
よ
る

森
林
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す

〜
大
切
な
森
林
を
み
ん
な
で

守
り
育
て
ま
し
ょ
う
〜

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

新
し
い
晨

新
し
い
晨

新
し
い
晨

新
し
い
晨あ　

さ

新
し
い
晨

〜
市
長
か
ら
の
手
紙
〜

　

二
本
松
の
秋
を
彩
る
日
本
最
大

の
菊
の
祭
典「
二
本
松
の
菊
人
形
」

会
場
の
本
格
的
な
建
設
に
入
り
ま

し
た
。
全
国
の
皆
様
の
ご
愛
顧
と

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、

今
年
で
五
十
五
回
を
迎
え
ま
す
。

　

会
場
の「
国
史
跡
二
本
松
城
跡
」

は
、
戦
国
の
世
、
名
将
が
居
城
と

し
、
天
下
の
覇
を
競
い
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
天
地
人
」

の
主
要
登
場
人
物
、
上
杉
景
勝
、

伊
達
政
宗
、
蒲
生
氏
郷
、
徳
川
家

康
な
ど
の
武
将
ゆ
か
り
の
名
城
で
、

二
本
松
藩
初
代
藩
主
・
丹
羽
光
重

が
入
府
、
以
降
、
幕
末
ま
で
至
り

ま
し
た
。

　

霞
ヶ
城
公
園
内
に
は
、
池
や
滝
、

茶
室
な
ど
を
配
し
た
回
遊
式
日
本

庭
園
、
こ
れ
ら
の
自
然
景
観
と
菊

花
の
造
形
が
見
事
に
調
和
し
、

人
々
に
潤
い
と
感
動
を
与
え
る
の

が「
二
本
松
の
菊
人
形
」で
あ
り
、

日
本
一
と
賞
賛
さ
れ
る
所
以
で
す
。

　

今
年
の
菊
人
形
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ「
天
地
人
」を
中
心
に
、

愛
と
義
、
天
の
時
・
地
の
利
・
人

の
和
を
も
っ
て
生
き
抜
い
た
武
将

「
直
江
兼
続
」の
生
涯
を
豪
華
絢
爛

な
菊
人
形
で
表
現
し
ま
す
。

　

ま
た
、
滝
の
場
面「
龍
虎
の
戦

い
」や
、
子
ど
も
に
人
気
の
お
と

ぎ
の
国「
花
と
光
の
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
」、「
桃
太
郎
」や「
お
む
す
び

こ
ろ
り
ん
」、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
駆
使
し
た
幻
想
的
な「
シ
ン

デ
レ
ラ
城
」を
出
現
さ
せ
る
と
共

に「
能
黒
塚
」で
有
名
な
鬼
婆「
奥

州
安
達
ヶ
原
」を
菊
人
形
歌
舞
伎

で
上
演
い
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
千
輪
咲
き
」や
懸
崖
、

「
菊
花
展
」な
ど
、
菊
づ
く
り
の
名

人
が
丹
精
込
め
て
育
て
あ
げ
、
菊

の
美
し
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
体
感

で
き
る
よ
う
会
場
を
豪
華
絢
爛
に

菊
花
で
埋
め
尽
く
し
ま
す
。

　

ま
た
、
二
本
松
の
お
土
産
品
や

特
産
品
を
揃
え
た
物
産
展
、
お
い

し
い
屋
台
も
出
店
し
ま
す
。

　

十
月
一
日
か
ら
十
一
月
二
十
三

日
ま
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

秋
は
、
二
本
松
が
最
も
輝
き
、

活
気
に
あ
ふ
れ
る
季
節
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
来
訪
い
た
だ
き
、
二

本
松
の
新
た
な
感
動
を
体
感
し
て

く
だ
さ
い
。
皆
様
の
お
出
で
を
心

か
ら
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

｢

第
五
十
五
回
二
本
松
の
菊
人
形｣

　新英語指導助手

エリザベス・ローズ・リーさん来松

　７月27日付けで新たな英語指導助手
（ＡＬＴ）として赴任しました。
　エリザベスさんは、英国出身。２学期
から安達中学校と東和中学校で英語指導
にあたります。

よろしくお願いします！


